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  [

か
む
り
の
里
凧
揚
げ
会] 

 

        

い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
か
な
め
で
あ
る
「
か
む

り
の
里
凧
揚
げ
フ
ェ
ス
タ
」
の
企
画
会
を
中
心
に
、
こ
れ

ま
で
地
域
の
歴
史
・
自
然
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
資
源
を
生
か

し
な
が
ら
様
々
な
企
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。地
域
活
性
化

を
目
指
す
各
団
体
の
努
力
に
よ
り
、
活
力
あ
る
地
域
、
温

か
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

[

新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動] 

令
和
２
年
度
は
、地
域
の
若
い
世
代
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
集
ま
り
企
画
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
感
じ
て
き
た
「
土
地
、

環
境
の
良
さ
」「
地
域
の
優
し
さ
」「
人
の
温
か
さ
」
な
ど 

    
 

 
 

 
 

 

 

を
共
有
し
、こ
れ
ま
で
先
人
の
方
々
が
築
き
上
げ
て
き
た

地
域
の
良
さ
を
さ
ら
に
生
か
し
た
い
、さ
ら
に
地
域
と
つ

な
が
り
た
い
と
い
う
思
い
が
深
ま
り
ま
し
た
。 

    [

根
白
石
村
民
歌
で
地
域
を
つ
な
ぐ] 

 

２
月
に「
か
む
り
の
里
音
楽
会
～
根
白
石
村
民
歌
を
歌

い
つ
な
ぐ
～
」
を
開
き
ま
し
た
。
村
民
歌
は
、
昭
和
２３

年
に
新
し
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
村
民
あ
げ
て
創
り
上

げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。根
白
石
出
身
の
若
い
音
楽
グ
ル
ー

プ
が
編
曲
し
た
現
代
風「
根
白
石
村
民
歌
」の
演
奏
や「
地

域
の
未
来
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流
会
を
行
い
、

村
民
歌
を
歌
い
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
で
新
し
い
地
域
交
流

の
場
を
創
出
し
ま
し
た 

            [

今
後
は] 

 

令
和
３
年
度
は
、新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
新
た
な
企
画
を

計
画
し
て
い
ま
す
。「
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ワ
ク
ワ
ク
感
」
を

大
切
に
、
地
域
の
関
心
力
、
地
域
資
源
の
蓄
積
力
、
新
た

な
歴
史
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
企
画
を
練
り
上
げ
て
い

ま
す
。 
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▲令和2 年度は、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため「かむりの里いきいき
プロジェクト」の企画は中止しましたが、
感染対策をしながら「かむりの里凧揚げ

会」や「根白石おもしろ市」で「凧づくり
ワークショップ」を実施しました。 

▶「地域の未来について」を

テーマに交流 

◀東京にいる音楽グループ

「エルペカドトレス」と 
オンラインで交流 

▲市民企画会議の様子 


